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編集後記 

『創生ジャーナル Human and Society』の第 6 巻発行に際し，関係各位のご協力とご配慮に感謝申し上げま

す。第 6 巻では地域と観光をテーマに特集を組みました。コロナ禍における新潟県内の観光の現状や，地域課

題解決に向けた様々な取り組み，教育実践など，地域と観光にかかわる多角的な報告，論考を掲載しています。

また今回，越後湯沢の地で先駆的な観光事業を営む株式会社いせん代表取締役 井口智裕様へのインタビュー

と，新潟県十日町市の自然を生かした魅力的な着地型コンテンツを提供し続けている当間高原リゾート・ベル

ナティオの関係者様へのインタビューという 2 つの観光事業関係者へのインタビュー報告も掲載しました。い

ずれも地域に対する強い思いを有しつつも，そのかかわり方は対照的で，地域課題の解決に向けたこれからの

観光を考える際して，大きなヒントを含むものです。 

関係者の皆様におかれましては，領域を超えた新しいタイプの研究発信媒体として，また研究交流ならびに

個々の研究のブラッシュアップの場として，今後も同誌を大いにご活用頂きますよう，引き続きよろしくお願

い申し上げます。（編集委員一同） 
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